
はじめに

６月24日の民放で放映された「夢の扉＋」という番組に建築家の今川憲英先生が

ドリームメーカーとして登場した。数年前、友人の紹介でお会いしてから、尾道の町

造りの話や、建築構造物などのニュービジョンを興味深く聞かせていただいている尾

道出身の先生である。

先生は現在東京電機大学未来科学部の教授で、国内の高度成長期に造られた建物の

多くが寿命をむかえようとしている現状の中、建物を解体するだけではなく、再生、

延命という『外科医的建築法』を実践し、世界からも注目を集められている建築家で

ある。はじめて名刺をいただいた時、『外科医的建築家』と肩書きに書いてあったの

が強烈な印象に残る先生であった。

今回の放映では、まず建物の耐震構造などの強度を計算して設計、デザインを行う、

番組はその事例の紹介からはじまった。今から20年前、横浜赤レンガ倉庫は解体の

危機に瀕していた。外観はそのままに建造物の強度を上げ延命させたのだ、しかもレ

ンガを積み上げてできた建物の強度を上げる難易度の高い建造物であった。レンガが

積み上げられた部分の目地や亀裂に硬化剤をいれるのはもちろんのこと、その柱に計

算された角度の穴をあけ構造補強するプロセスが映し出された。そして50年延命さ

せることに成功したのだ。その他にも、耐震壁を１枚設置しただけで、震度７の地震

にもたえられる“外科医的処置”で幼稚園の建物が救われた。その話を語る園長先生

などが登場してその強度が証明されたりした。また再生だけでなく地震に強い長寿命

の建物も数多く手がけられており、岩手県大船渡市に建てられた大船渡市民文化会館

も東日本大震災のあとその現場にその会館だけが残っている光景をテレビなどの映像

で見た方も多いと思う。

そんな建築ドクターが現在挑んでいるのは、「未来のコンクリート」。硅砂を使っ

たまったく新しい構造材の開発である。実験を繰り返しながら７年、コンクリートの

２倍の強度を誇り、しかも二酸化炭素を吸収してくれる新素材「CO2エコストラク

チャー」が生まれた。

これを、東日本大震災の被災地で役立てようと、耐震強度実験の試みとして南三陸

に「長寿命の住宅」を建てる、そのプロジェクトがスタートした。その後、「CO2エ

コストラクチャー」の強度実験の結果は大成功、コンクリートの２倍どころの強度で

はなかった。いつか故郷の尾道にも今川先生の再生、延命した建造物が登場すること

を待ち望んでいる。
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